
道徳指導案第６学年
日時 平成１５年１１月２８日

場所 ６年○組教室

授業者 大洞 久

１，主題構成表

主題名：相手の立場に立って考える 資料名： 車いすの少年 」「

■意識の要因

・よく知った間柄（友達、家族など）だから

という気安い気持ち。

・自分がおもしろい、うれしいとか嫌だとい

う自己中心的な考え方、思い。

・相手の立場になって考えるという意識を持

って行動する経験の不足や、考える力の不

足。

■内容項目２－（２）

誰に対しても思いやりの心を持ち、相手

の立場に立って親切にする。

■資料の分析

・車イスの少年を助けよ

うとする私。

・まわりの外国人に止め

られ、不思議に思う私。

・外国人も、少年を励ま

していることに気づき、

いつの間にかいっしょ

に声援を送る私。

・一生懸命努力する少年

がたくましく感じられ

る私。

・喜びに浸る少年を見る

私。

■価値の分析

・人と関わらずに生活す

ることは難しい。何か

をして喜んでもらうと

いう特別な場合はもち

ろん、普段の生活で、

相手の立場になって考

えると言うことは、人

間関係を円滑にする大

切な要素である。

・相手のことを考えて行

った行動であっても、

十分に考えないと、本

当に相手のためになっ

ていなかったり、喜ん

でもらえたりする。時

には、嫌な思いをさせ

ることもある。

■児童の実態

・相手のことを考えることの大切さを理解し

ており 「いきいき」の交流のように、対、

象が明確だと、相手のことを考え、喜んで

もらおうと考えることが出来る。

・普段の生活では、個人によって意識の高さ

に差が見られる。

・相手のことを考えたつもりでも、うまく

いかないことがある。

■ねらい

少年を助けようとする「私」の気持ちや、

自分の至らなさに気づく「私」の気持ちを考

える事を通して、相手の立場に立って考える

という意識を深め、行動しようとする態度を

養う。

■展開の構想

・資料の感想を話しあい

ポイントとなる場面を

出す。

・少年を助けようとする

のを止められた私の気

持ちに共感させる。

・声援を送る外国人を見

た私が、自分の至らな

さに気づき、何を思っ

たのか考える。

・喜びにひたる少年を見

た私の気持ちを考える

ことで、相手の立場に

立つ大切さに気づかせ

る。

・相手のことを考え、行

動しようとした自分を

振り返らせたい。

（ ）■基本発問 ◎中心発問

○車いすの少年を助けよ

うとしたのに、それを

止められた私はどんな

気持ちだったか。

◎少年を応援する外国人

を見て、私はどんなこ

とを考えたのか。

○喜びにひたるにひたる

少年を見て、私はどん

なことを思ったのか。

○今までの生活を振り返

り、相手の立場に立っ

て考え、行動した経験

はあるか。



２，道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連

交流するにあたり、多くの

配慮すべきことがあった。

・２回目はもっと喜んでもらえるような交流がしたい。

・どうしたら本当に喜んでもらえるのだろう。

・職員の方たちは、上手に接している。

３，本時のねらい
少年を助けようとする「私」の気持ちや、自分の至らなさに気づく「私」の気持ちを考え、自分の体験と

、 、 、 。重ね 共感することによって 相手の立場に立って考えるという意識を深め 行動しようとする態度を養う

■デイサービスセンター

・少人数で来てほしい。

・週に１回くらいで短時間。

・細かいことはできない。

・一緒に活動するのは難しい。

など

■ふれあい児童館（未満児）

・行事の関係で、曜日の指定。

・多すぎると困る。

・相手は話せない。

など

■養護学校

・学期に１回くらいの交流。

・少人数で来てほしい。

・養護学校の授業に、参加させ

てもらう形で。 など

願い

・楽しんでほしい。喜んでほしい。

。 。・仲良くしたい 一緒に活動したい

・相手のことを知りたい。

・互いに分かり合いたい。

「いきいき」の時間

「みんなが幸せにくらせる町」をテーマに活動。幅広い年齢の方々や、立場の方との交流を通して、自分

の見方や考え方を広めていく。デイサービスセンター、ふれあい児童館（未満児 、養護学校の中から選択）

して交流。

１回目交流

・うまく交流できたことも、できないこともあった。

・思った以上に、評判がよかった。

・あんなに考えて準備したのに、あまり喜んでもらえなかった。

２回目交流

・１回目の反省をもとに工夫したらうまくいった。

・職員の方たちのアドバイスを受けたら、喜んでもらえた。

・工夫したのに、まだ、喜んではもらえなかった。

本時

道徳の時間 「 車いすの少年 」 ２－（２）相手の立場に立って

日常活動

・学校での生活、友達づ

きあい。

・イエローフラワー大作

戦への協力。

・運動会団長からの呼び

かけ。

・家族との関わり。家庭

での手伝い。



４，指導過程

基本発問と予想される児童の反応 教師の支援・留意事項

導 １，本時の方向付けをする。 ・資料を読む際や話し合うときの観

入 ○今日は「相手の立場に立って考える」と言うことについて 点を明確にしておく。

考えたい。

２，資料を読んで話し合う。

○感想・心に残った場面を発表しましょう。 ・ポイントとなる感想や、場面が出

・初めは、なぜ外国人達が止めたのか分からなかった。 れば取り上げ、次の展開につなげ

・いつの間にかみんなで少年を応援していたのが印象的。 る。

・少年が自分の力で、溝から出ることができて良かった。

・外国人達は、本当に少年のことを考えていたのだと思う。

○少年を助けようと思ったのに、止められた私は、どんな気 ・困っている少年を助けようとする

持ちだったでしょうか。 私の行為は価値のあるものである

展 ・助けようと思ったのに、なぜ止めるのか。怒るのか。 ことを押さえつつ、それを止めら

開 ・外国人達はなんて冷たいんだ 外国人達の態度に腹が立つ れた私の不満な気持ちに共感させ。 。

前 たい。

段

◎冷たいと思っていた外国人達が、少年を励ましているのを ・少年のことを考えて手を貸そうと

見て、私はどんなことに気づいたのでしょう。 しなかった外国人と、ただ手を貸

・外国人達は冷たいのではなく、少年のことを考え、自分の そうとした私の行為の違いを、自

力でやらせたかったのだ。 分の考えのたりなさに気づく私を

・外国人も少年のことを考えていた。 通してとらえさえたい。

・外国人が私を止めた理由。 ・外国人のことをどう思ったかに目

・自分は外国人と違って、ただ手伝おうとしただけだった。 を向けさせ、外国人の行動が相手

（少年）の立場にたって考えたも

のであるとまとめたい。

○喜びでいっぱいの少年を見て、私はどんな事を考えたので ・これで良かったという思いの私を

しょう。 おさえたい。

・少年が自分の力でできて良かった。満足そうだ。

、 、 。・初めは腹が立ったが 止められて 手を貸さずによかった

展 ○今までの生活の中で、相手のことを考えて行動した事はあ ・意見が出なければ、今までの体験

開 りますか。相手の反応はどうでしたか。 を振り返ることが出来るように、

後 うながしたい （昨年度の「はなさ。

段 と」訪問の件など ）。

３，デイサービスセンター職員、清水さんの手紙を読む。 ・ 相手の立場に立つ」ということは「

終 内容として・・・日頃どんな気持ちで、接しているか。 様々な場合が考えられるが、その中

末 ・どんなことに気を付けているか。 の一つの場合として、子供たちのイ

、「 」 。 。・自分が考える 相手の立場に立つ とは メージが具体化できるようにしたい


